
平成２３年度

東日本大震災における岩手県内での作業事例

・山田町の消臭事例

・大船渡市の消臭事例

・釜石市の消臭事例

ISO SOLUTION Co., Ltd



東日本大震災における『N-ザイム』の散布事例①

～ 岩手県・山田町の事例 ～

関係企業 ISO SOLUTION Co., Ltd

株式会社 ソフテレック

有限会社 オオウラ

株式会社 エヌ・ティ・エル

日 時 平成 23 年 7 月 6 日～平成 23 年 7 月 8 日

場 所 岩手県山田町織笠漁港地内

● 対象物・・・津波で打ち上げられた牡蠣の養殖網などの仮置き場

● 作業前の臭気レベル

臭気計を使用した散布前の計

測ではどの地点でも高い数値を

示した。瞬間的に５００を超える

箇所もあった。

● 作業の準備

初日は高圧洗浄車（水量４ｔ）

で散布を行った。溶液はあらかじ

め 500 倍（2000ppm）で作成し

ておき、高圧洗浄車へ補給した。



● 作業風景①

高圧洗浄車を使用し、1 日目は

約 4000 ㎥の対象物に対して８ｔ

の溶液を散布した。

また別部隊として電動の噴霧

器を使用しての散布も行った。

● 作業風景②

2 日目、3 日目の作業では農業

用の噴霧器を使用して作業を行

った。1 回 1.5ｔを３サイクル散

布し、1 日計 4.5ｔの溶液を散布

した。



● 作業終了後

作業終了後の臭気測定では、作

業前に 407 を測定した同一箇所

で、20 まで減少していた。3 日間

の作業を終え、周囲で感じる臭気

はほとんどなかった。瓦礫処理に

あたっておられた地元の漁業関

係者のかたからも評価を得られ

た。

● 岩手日報に掲載された記事（平成 23 年 7 月 10 日号）



● 後日、山田町役場ご担当者様から頂いた感謝状



東日本大震災における『N-ザイム』の散布事例②

～ 岩手県・大船渡市の事例 ～

関係企業 ISO SOLUTION Co., Ltd

株式会社 ソフテレック

有限会社 オオウラ

ご 協 力 大船渡市役所 水産課 漁政係

日 時 平成 23 年 8 月 9 日～平成 23 年 8 月 11 日

場 所 岩手県大船渡市大船渡町内沿岸部

●対象箇所・・・海産物の埋め立て土壌

●作業前の臭気レベル

臭気計を使用した散布前の計測では、４５６を示した。

対象区域は、地震の影響で地盤沈下が起き満潮時には灌水

する。そのため、海産物の油が地表に押し上げられ、土壌

の表面に水たまりを作っていた。臭気は土壌全体に漂って

いた。

●作業の準備

培養作業は大船渡市役所水産課

のご協力で市役所の敷地内で行っ

た。市役所が所有するトラック、

５００L ポリタンクと２０L ポリ

容器３基を使用し、翌日散布分の

培養を行った。この作業は、散布

期間を通して行った。



●散布風景１

散布にあたって、器材は大船渡

市役所が所有する農業用散水機

を使用した。

対象区域は２０ｍ×１５ｍ＝

３００㎡であった。散水量は１回

５００L（培養液濃 1000ppm～

2000ppm）で、一日当たり 3 回

（合計 1,500L）であった。

１日目、２日目は全て同じ対象

区域で散布し、３日目は１回目

の散布のみ同じ区域で散布した。

なお、散布作業は大船渡市役所

のご協力を得、農政課の課員の方

が行った。

●散布作業２

３日目の２回目、３回目の作業

は対象区域の周辺の埋め立て土

壌に対して行った。対象区域の

奥手側及び左手側の土壌に対し

散布を行った。

溶液の濃度は 500ppm で１箇

所当たりの散水量は 500L であっ

た。



●作業終了後

散布後の臭気測定では、もっと

も高かった箇所で１７３まで減

少した。全体的にはほぼ２０～０

まで減少し、当初の臭気レベルよ

り大幅に減少した。



東日本大震災における『N-ザイム』の散布事例③

～ 岩手県・釜石市の事例 ～

関連企業 ISO SOLUTION Co., LTD

株式会社 ソフレテック

株式会社 オオウラ

日 時 平成 23 年 9 月 6 日～平成 23 年 9 月 7 日

場 所 釜石市大平町４丁目地内

釜石流通団地水産加工協同組合冷蔵庫 建物内及び周辺側溝

●対象区域・・・津波被害にあった施設。内部は津波により流されていた。

●作業前の臭気レベル

作業前の臭気測定では 3 箇所

ある倉庫の内、最も高かった場

所で２２２であった。その他の

場所では１２０～１７０であっ

た。屋内であったため、臭気は

倉庫内に満ちていた。

●作業の準備

給水作業は、釜石市のご協力で

市の水道作業所で行った。培養液

は前日に２０L ポリ容器で 10000

ppm で作成し、希釈後 1000ppm

～500ppm で散布を行った。



●作業風景１

倉庫内には魚の腐敗臭が壁

面や床から匂った。床にはす

でに石灰が大量に撒かれてい

たが、効果はなかった。

散布は床を中心に、壁面へ

も行った。

初日の散布では、３箇所の

倉庫内部に対して１回 600L

の溶液を２回（合計 1200L）

散布した。

●作業風景２

２日目の作業は施設周辺を

中心に行った。側溝や隣接す

る水産加工会社の前など臭気

の元となる所を散布した。

また、施設裏側には倉庫内部

に通じる配管があり、そこから

も臭気が感じられた。



●作業終了後

作業終了後の測定では、全ての箇所においてほぼ０の状態であった。問題として、施設周辺に感じ

られる臭気の元は、水産加工会社の汚水が流れる施設裏側の側溝であったが、その旨を加工会社のご

担当者に伝えたところ、後日改善された。

以上

ISO SOLUTION Co., Ltd


